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滝尾保育園

羽田東公園
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周辺から孤立しない、折り曲げられた低い屋根

▲

▲

計画地

屋上広場

土間空間

ブリッジ
相談室
療養室
多目的スペース
ビッグ土間

コミュニティ
キッチン

ライブラリー
保育室
文房・駄菓子店
園庭
軒下広場

N

N

△GL
▽1FL

▽2FL

▽最高の高さ

50
40
0 25
00
30
0
27
62
.5

62
87
.5

8500 8500 8500 6500

27
5

広々とした軒下空間では、登・降園時間
に合わせて野菜・パン・惣菜・雑貨など
のさまざまな移動販売が行われます。
滝尾新聞やSNS、保育園のアプリ等で
スケジュールを発信します。

既存の畑は継続して保育園で活
用を続けます。施設の畑側には
流し台や野菜の成長を眺められ
るベンチを設えた軒下空間を配
置。コミュニティキッチンとも
隣り合うので一体的な利用も可
能です。

1F
軒下広場1　105.00㎡※
（内 WC　2.0㎡）
（内 足洗い場等　7.00㎡）
軒下広場2　46.75㎡※
保育室　44.20㎡
調乳室　2.00㎡
収納　0.75㎡
幼児用WC　14.75㎡
収納　0.50㎡
ホール　30.50㎡
倉庫1　3.75㎡
療養室1　10.50㎡
療養室2　12.00㎡

バックヤード　3.75㎡
療養室WC　3.75㎡
ビッグ土間　199.51㎡
（内 文具・駄菓子店　19.25㎡）
多機能WC　6.00㎡
WC1　1.88㎡
WC2　2.25㎡
授乳室　3.75㎡
EV　1.88㎡
多目的スペース　31.28㎡
倉庫2　7.00㎡
※屋内的利用につき床面積に参入

2F
相談室1　9.75㎡
収納　0.94㎡
相談室2　10.50㎡
収納　0.94㎡
EV　1.88㎡
ブリッジ　19.50㎡
階段　4.08㎡

屋外施設など
外階段　10.00㎡
庇　13.00㎡
縁側　23.75㎡

1F床面積：531.75㎡
2F床面積：47.59㎡
延べ床面積：579.34㎡
建築面積：568.50㎡

育児相談に来られる方の
心情に配慮して、相談室
は２階に配置し立体的に
距離を確保しました。

施設全体に除湿型放射冷暖房を
バランスよく配置して、熱ムラ・
空調風による不快感の少ない環
境とします。フィン型の形状を
活かして、視線をコントロール
する衝立としても活用します。

多目的スペースでは手芸・ダンス
などの教室利用を行います。状
況に応じてカーテンやパーテー
ションで仕切ることができます。

公園のアクティビティを一望で
きる展望所のような位置にある
屋上広場は、ヨガ教室やマルシェ
など積極的に活用します。

療養室が閉鎖的な場所にならな
いように公園や敷地内の緑に対
して大きな窓を設けています。

保育に積極的に取り入れてきた
絵本や児童書を中心に書籍、新
聞を閲覧・貸出ができるライブ
ラリーをビッグ土間に面して設
えています。

公園側に広い軒下広場をつくり、雨
宿りや休憩ができる木陰を提供しま
す。公園を園庭として利用すること
も想定して足洗場も設えています。

文具・駄菓子店は、園児が「ひ
とり買い物」を体験する場所が
欲しいという声から生まれたも
のですが、放課後の小学生が立
ち寄ったり、町内会で店番を担
当するなど、世代を超えたコミュ
ニケーションを触発するという
付加価値があります。
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保育園からの
アプローチ
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私たちが運営する滝尾保育園では、保育所以外
に、子育て相談や地域の方との意見交換もして
います。そのなかで、育児疲れ、子育てに不安
のある方、仕事を探すために子どもを預けたい
方は、0歳児家庭が圧倒的に多いのが実情です。
また、病後児、医療的ケアの必要な子どものい
る家庭の支援も十分とは言えません。
しかし、大分市（2022年現在）では、一時預か
り事業をする際の補助対象は1歳以上のみ。ま
た、現在の通常保育でそうした子どもたちを受
け入れると、空間の使い方や保育士の子どもへ
の接し方が異なるため、結果的に1人ひとりに
適切な保育がゆき届きません。
こうした状況を行政にも相談し、法人側で施設
整備や人員配置が可能なら、0歳児の一時預か
りも補助対象としてもらえるよう交渉していま
す。この計画が実現すれば、既存の仕組みでは
カバーできていない保育の領域が拡充され、よ
り幅広い子どもたちと家庭に適切な保育環境を
提供することができます。
そして私たち保育士は、子どもたちが遊ぶ様子
を通して異変や変化を敏感に感じとることがで
きる専門家です。この場所に訪れる人と交流す
るなかで、子育てに課題を抱える家庭や貧困の
問題、グレーゾーンの子どもの療育といった地
域の「潜在的な課題」を見つけ、より広い子育
て支援へと繋げていくことも目指しています。
また、昨今の子どもが犠牲になる悲しい事件や
事故を未然に防ぐことも期待できます。

必要な人にちゃんと届く
子育て支援

社会的孤立を減らす
居場所をつくりたい
近隣の地域は近年、住宅地の開発が進んで子育
て世帯が増加しています。同時に、長年住んで
いる方々の高齢化は進んでいます。「貧困や虐
待と思われる家庭がある」「高齢者の孤独死が
またあったよ」という声、「人に会って話す機会
や出かけても居場所がない」と話す近所のおじ
いちゃん。そうした状況が地域では、半ば当た
り前になっています。応急処置的な対応だけで
は、本質的な解決に至らないことは明らかです。
本当に安心して暮らせる地域のためには、まず
はご近所さん同士の顔の見える繋がりや相談で
きる人、居場所を見つけられる拠点が必要です。 
私たちは、保育の施設を中心に、地域にも開か
れた場を作ることで、子どもたちだけでなく、
地域における人々の繋がりも育みなおしていき
たいと考えています。

いざという時のために、どこの誰なのかわかるくらいの交
流がほしい／生後３ヶ月からお出かけができる場所がある
と嬉しい／子育てのことをネットや本で調べるが、話を聞
いてくれる場があるとありがたい／保育園を卒園して交流
がなくなると寂しい／病児保育の施設を併設してほしい／
子どものみを対象としない「食堂」があってもいいのでは？

（左）地域の方へのヒアリングやアンケートでは、知らなかった意
見がたくさん／（右）このプロジェクトへの興味関心を地域の方に
も持ってもらおうと、保育士手作りの「滝尾未来新聞」を発行

新しい施設での協力も見据え、お迎え時間に合わせて開催した八
百屋さんによるマルシェ。食育講座も開催し、保護者や関係者を
巻き込みながらイメージを共有して計画を進めています。

ライブラリーの内側の保育室では絵本の読み聞かせや
遊びなどの保育活動が行われます。多目的スペースで
は生け花教室、公園ではグラウンドゴルフ大会が催され
ており、ビッグ土間は園児を預けた後の保護者が団欒
するなど、休憩スペースとして利用されます。

施設内を通り抜けでき、近隣の小中学生の登校動線にもな
ります。朝食としておにぎりなどを安く販売し、子どもた
ちや地域とつながりをつくります。

昼前の活動的な時間帯でも、他の利用者と適切な距離を取られた
2階の相談室で、安心して育児相談ができます。

保育室の園児たちのお昼寝の時間帯は、ビッグ
土間が静かにくつろぐ喫茶空間となります。読
書（滝尾新聞などの配布）、囲碁・将棋、休憩など、
静かな過ごし方が可能です。

近隣の小学生たちが下校時に立ち寄り、文具・駄菓子店
で店番をしている町内の方（当番制）との会話を楽しん
だり、カウンターで宿題に取り組んだりします。それぞ
れの日常が溶け込む居場所を共有し、世代を超えて顔が
見える関係をつくります。

計画地は滝尾保育園と羽田東公
園の間に位置し、現在送迎用の
駐車場・園庭として利用されて
いる土地です。公園は園児の外
遊びの場所としても利用してい
ますが、町内会のグラウンドゴ
ルフなどのレクリエーションを
介した地域コミュニティの場の
一つにもなっています。この立
地的特性を活かし、保育園と公
園をつなげる道のような場所を
つくり、保育と地域の柔軟で相
補的な関係をじっくりと築いて
いくための新たなインターフェ
イスとして活用していきます。

一人で立ち寄る人も受け入れる
ニッチ空間
公園側・保育園側それぞれの軒下や、
複数の小さな緑化空間に面した窓際
など、ニッチな空間が、高齢者や一
人の方も気軽に立ち寄りのんびりと
過ごしやすい場となります。

保育室や文具・駄菓子店などの
子どもが集う場所を保育園側
に、地域利用を想定した多目
的スペースは公園側にゾーニ
ングしています。施設の中央
を通り抜けできるビッグ土間
（通り）の両脇には各室を配置
しています。大小の異なる室
に挟まれて、ビッグ土間はク
ネクネと蛇行しながらフレキ
シブルな領域を形成します。
さまざまなアクティビティが
見えがくれを起こしながら繋が
るため、保育活動と地域活動
が同時多発的に起こるシーンに
おいても距離感を緩やかに調
整する役割を担っています。

蛇行した道が中間領域を
つくり、柔軟に変化する
活動空間をうむ

本プロジェクトでは、地域食堂による
朝食の提供、離乳食・郷土料理教室、
地域の方のカフェ利用など、「食」を中
心とした福祉・コミュニティづくりを
大切にしています。したがって、本施
設では保育園側からも公園側からも視
認できる施設の中心部にコミュニティ
キッチンを設けて、保育と地域をまた
がる包括的な活動の「へそ」となるよ
うに計画しています。

拠点の「へそ」としての
コミュニティキッチン

カクカクと複数に分節された切妻屋根を採用することで、建物の高さを低く抑
えて周辺環境へ配慮しつつ、内部では適度な空間の広がりを感じられます。ま
た、外部からも軒下と内部の一部が見通せるため、地域の人や保育園に関わり
しろのなかった人も立ち寄りやすい佇まいです。
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制度のはざまにいる子どものケアと
ご近所さんの顔がみえる拠点づくりえんえん

保育園側、公園側の両側に大
きな軒下広場を設けて、裏の
ない入りやすい施設とする。

公園からの
アプローチ

保育園と公園をつなぐ道になり、
保育と地域の相補的な関係をつくる

距離のあるアプローチを蛇行させ、わくわく感を演出する公園の垣根を取りはらい、直接アプローチ可能なエントランス空間

軒下広場 ライブラリー

保育室 ブリッジ

ビッグ土間

多目的スペース




